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身体表現を導入した歌唱指導の効果 
－生徒の思いや意図の実現を目指して－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 中等教科教育分野 猪又 光貴 

1．．ははじじめめにに 
近年、新型コロナウイルスの影響は収まり、歌唱活動の制限が緩和されている。しかし新型コロナウ

イルスが生徒に与えた影響は大きく、生徒の歌唱に関する様々な力が低下していることが考えられる。

特に技能に関する面で大きな影響を受けているだろう。本研究では昨年度と同様に、歌唱における技能

に焦点を当て、生徒の技能を高める方法について検討していく。 

2.  研研究究動動機機 
平成 29 年度告示の中学校学習指導要領解説音楽編では、音楽科の目標として「曲想と音楽の構造や

背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をする

ために必要な技能を身に付けるようにする」ことが挙げられている。ここでいう「創意工夫を生かした

音楽表現をするために必要な技能」とは、創意工夫の過程でもった音楽表現に対する思いや意図に応じ

て、その思いや意図を音楽で表現する際に自ら活用できる技能のことである（文部科学省, 2017）。この

ことから、歌唱をはじめとする表現領域において、生徒に自分の思いや意図を表現する力を育成するこ

とが求められていることが言える。 
しかし、今年度に実習を行った甲府市内の中学校では、音程やリズムを意識して歌うことができる生

徒が多く見られる一方で、自分の思いや意図を歌唱で表現することができる生徒が少ない実態が見られ

た。また、国立教育政策研究所（2010）が全国の中学校を対象に実施した調査においても、同様の傾向

が示されている。 
以上のことを踏まえ、今後私が教師として授業を実施していく際に、どのような指導を行うことで、

生徒に思いや意図を歌唱で表現する力を身につかせることができるのか考え、研究を始めた。 

3.  先先行行研研究究 
様々な授業実践を調査する中で、歌唱指導に身体表現を取り入れた研究が数多く行われている。手塚

（2008）や河合（2024）など、歌唱表現への影響を検討した研究が報告されている。その中でも、本研

究との関連が深い桑原（2004）および西沢（2005）の研究を取り上げる。 
桑原（2004）は、小学生中・高学年を対象とした歌唱の授業実践において、身体表現が音楽の構成要

素や歌詞内容を意識した歌唱を促すことを明らかにした。 
また西沢（2005）は、小学校低学年を対象とした歌唱の授業実践において、身体表現が歌詞内容の理

解を促すとともに、自然で無理のない声づくりに繋がることを明らかにした。 

4.  研研究究目目的的 
先行研究より、身体表現が歌唱表現に影響を与えることがわかる。しかし、身体表現によって生徒が

思いや意図を歌唱で表現できるようになるかについては、十分に検証されていない。また身体表現を取

り入れた実践例は小学生を対象としたものが多く、中学生を対象としたものは少ない。そこで本研究で

は、中学校音楽科の授業において、歌唱指導に身体表現を取り入れることで、生徒が思いや意図をより

良く表現できるのかを検証する。 
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5.  研研究究方方法法 
歌唱指導に身体表現を導入した授業を設計・実施し、生徒のワークシートや録音の分析を行い、身体

表現によって思いや意図を表現する力に向上が見られるのかについて検証していく。 

6.  実実践践内内容容 
（（1））授授業業概概要要 
授業数は全 3 時間とし、令和 7 年 9 月から 10 月にかけて授業実践を行った。対象は甲府市内の公立

中学校第 1 学年の 3 クラスである。題材曲として《浜辺の歌》を用いた。《浜辺の歌》とは、1916 年に

林古渓（作詞）と成田為三（作曲）によって作られた中学校の歌唱共通教材である。 
授業では、手話などの複雑な身体表現ではなく、手振りなどの生徒にとって取り組みやすい簡易な身

体表現を用いた。その理由としては、複雑な身体表現を用いると、生徒は体を動かすことばかりに意識

が向いてしまい、歌唱に支障をきたす可能性があると考えたことである。また生徒自身にも身体表現を

考えさせるため、生徒が自由に発想しやすい手振りを取り入れた。 

（（2））第第 1時時 
第 1 時の授業実践では、めあてを「思いや意図を持って歌おう」と設定し、表 1 に示す 4 つの活動を

行った。 

表 1：第 1 時の授業内容 

図 1：思いや意図を持たせる工夫            図 2：自己評価 
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（（3））第第 2時時 
 第 2 時の授業実践では、めあてを「自分の思いや意図を基に、身体表現を考えよう」と設定し、表 2
に示す 5 つの活動を行った。 

表 2：第 2 時の授業内容 

図 3：考えをまとめたワークシート        図 4：後半部分のワークシート 

（（4））第第 3時時 
 第 3 時の授業実践では、めあてを「身体表現を用いて、自分の思いや意図を表現しよう」と設定し、

表 3 に示す 4 つの活動を行った。 

表 3：第 3 時の授業内容 
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7-1  ワワーーククシシーートトのの分分析析 
第 1 時、第 2 時に生徒が記述した思いや意図を比較し、身体表現が生徒の思いや意図にどのような変

化を与えるのかについて分析を行う。ここでは、8 名の生徒の記述内容を取り上げていく。 
 まず A さんと B さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 2 時の思いや意図について表 4 に示す。2 名

とも、第 1 時では「ゆっくり」「静かな」など、感じたことを抽象的に記述していたが、第 2 時では「夕

方の海」「波」といった具体的な情景を用いて記述できるように変化していた。このことから、2 名とも

曲に対するイメージが深まっていることがわかる。 

表 4：生徒の思いや意図① 
 
 次に C さんと D さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 2 時の思いや意図について表 5 に示す。2 名

とも、第 2 時では、第 1 時に感じたことを歌詞の具体的な箇所と結びつけて記述していた。このことか

ら、2 名とも第 1 時に感じ取ったことがより深まっていることがわかる。 

表 5：生徒の思いや意図② 
 
 また、E さんと F さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 2 時の思いや意図について表 6 に示す。2 名

とも、第 1 時では「スラーを活かす」「フォルテのところをしっかりだす」など、歌い方について抽象的

に記述していたが、第 2 時では楽譜の具体的な箇所を挙げ、どのように歌うのかを明確に記述できるよ

うに変化した。このことから、2 名とも歌い方のイメージを具体化していることがわかる。 

表 6：生徒の思いや意図③ 
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 最後に、G さんと H さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 2 時の思いや意図について表 7 に示す。 
G さんは、第 1 時では感じたことのみ記述していたが、第 2 時では歌い方についても記述が見られるよ

うに変化していた。 H さんは、第 1 時では感じたことや歌い方についての記述が見られなかったが、第

2 時では両方について記述が見られるように変化していた。このことから、2 名とも思いや意図を持つこ

とができたことがわかる。 

表 7：生徒の思いや意図④ 
 
以上の記述内容を踏まえ、身体表現を取り入れることで、生徒の思いや意図を深化させることだけで

なく、思いや意図を持つことが難しい生徒に対しても効果をもたらすことが明らかになった。 

7-2  自自己己評評価価とと録録音音のの分分析析 
最後に第 1 時と第 3 時の生徒の自己評価や録音を比較し、身体表現によって思いや意図を表現するこ

とができるのかについて分析を行う。図 5 は第 1 時と第 3 時の自己評価の人数を比較したものである。

第 1 時では、5（できた）と回答した生徒が 8 名、4（少しできた）と回答した生徒が 33 名、3（どちら

とも言えない）と回答した生徒が 22 名、2（あまりできなかった）と回答した生徒が 7 名、1（できなか

った）と回答した生徒が 2 名であった。一方、第 3 時では、5 と回答した生徒が 17 名、4 と回答した生

徒が 37 名、3 と回答した生徒が 12 名、2 と回答した生徒が 6 名、1 と回答した生徒が 0 名であった。第

1 時と第 3 時を比較すると、1 から 3 を回答した生徒が減少し、5 や 4 を回答した生徒が増加したことか

ら、全体として思いや意図を表現できた生徒が増加していることがわかる。 

図 5：第 1 時と第 3 時の自己評価の比較 
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次に、第 1 時と第 3 時の自己評価における記述内容について検討する。ここでは、3 名の生徒を取り

上げる。 
まず I さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 3 時の自己評価について図 6 に示す（図 6 には、後半

部分の思いや意図も含めている）。第 1 時では音程を意識して歌うことに精一杯になっていたが、第 3 時

では自分で考えた身体表現を用いて歌うことで、自分の思いや意図を表現できるようになったことが確

認された。実際に I さんが考えた身体表現は、「3 段目は片手を横にまっすぐ動かす（伸ばす音は真っす

ぐ、少し弱くするところは手をグーにして抑えたりする）。4 段目は片手を U 字にやさしくゆっくりと

動かし、最後は少し腕を下げる感じ」というものである。 
I さんの録音を分析すると、第 1 時では音程を取ることに苦戦し、自分の思いや意図を表現する段階

には達していなかったが、第 3 時では片手の動きを工夫することで、音程が改善されるだけでなく、自

分の思いや意図を表現できるように変化していた。特に 4 段目は、最後の部分で腕を下げながら歌うこ

とで、より切ない感じが表現されていることが確認された。 

図 6：生徒の記述内容① 
 
次に J さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 3 時の自己評価について図 7 に示す。第 1 時では 3 段

目の思いや意図を表現することを課題に感じていたが、第 3 時では自分で考えた身体表現を用いて歌う

ことで、改善の余地はあるものの、3 段目の思いや意図を表現できたことが確認された。実際に J さん

が考えた 3 段目の身体表現は、「少し強くなめらかに U 字の形で動かす」というものである。 
J さんの録音を分析すると、第 1 時では力んで声が少し揺れてしまい、3 段目の思いや意図を表現する

ことに苦戦していたが、第 3 時では U 字を活用することで、力まずに余裕を持って歌い、自分の思いや

意図を十分に表現できるように変化していた。 

図 7：生徒の記述内容② 
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 最後に K さんの記述内容を検討する。第 1 時と第 3 時の自己評価について図 8 に示す。第 1 時、第 3
時ともに、題材曲を歌うこと自体に苦戦しており、思いや意図を表現することを課題に感じているのが

確認された。 
 K さんの録音を分析すると、音程を意識することや、高い音を出すことに苦戦し、思いや意図を表現

する段階には達していないことがわかる。 
 これらの要因として、主に 2 つ挙げられる。1 つ目は、身体表現そのものに意識が集中し、歌唱表現

にまで十分に注意を向けることができなかったことである。2 つ目は、3 段目と 4 段目で同一の身体表

現（両手をだんだん広げたり、閉じたりする動き）を用いており、自分の思いや意図に即した身体表現

を十分に考えられていなかったことである。これらのことから、身体表現が歌唱表現を支援する役割を 
十分に果たしていなかったことが示唆される。 

図 8：生徒の記述内容③ 
 

 以上の結果から、I さんや J さんのように変化が確認された生徒が多く見られた一方で、K さんのよう

に変化が見られなかった生徒も一部存在することが明らかになった。このような生徒の学びを支援する

ための方法について、今後より検討していく必要がある。 

8.  成成果果とと課課題題 
本研究での成果や課題についてまとめていく。まず成果として 2 つ挙げられる。1 つ目は、生徒の思

いや意図を引き出すことができたことである。身体表現を用いる前は、思いや意図を持つことができな

かった生徒が、身体表現を通して曲の特徴などを捉えやすくなり、思いや意図を持つことができた。そ

の他にも、思いや意図を深化させることができた生徒も見られた。2 つ目は、身体表現によって自分の

思いや意図を表現できる生徒が増加したことである。最初の段階では、多くの生徒が音程やリズムを意

識することに精一杯になっていたが、次第に自分の思いや意図を表現できるように変化していた。 
一方、課題として主に 2 つ挙げられる。1 つ目は、恥ずかしさなどから身体表現を十分に活用するこ

とができない生徒が見られたことである。生徒の記述内容には、「緊張で動きが小さくなってしまった」

「もっと恥ずかしがらずに身体表現をしたい」という記述がいくつか見られた。授業実践を行う際も、

生徒が取り組みやすくなるような工夫を行ったが、完全に生徒の恥ずかしさをなくすことはできなかっ

た。このような生徒が安心して身体表現に取り組めるように、声かけや学習活動などについてより検討

していくことが必要だと考えた。2 つ目は、常時的に身体表現を取り入れていくことである。生徒の中

には、身体表現を用いても、自分の思いや意図を表現することが難しい生徒が見られた。3 時間という

限られた時間の中で、歌唱が苦手な生徒を思いや意図を表現できる段階に持っていくのは難しい。その

ため、身体表現を常時活動として行い、少しずつ生徒が思いや意図を表現できるように支援していくこ
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とが必要だと考えた。以上が、本研究での成果と課題である。本研究を通して学んだことを今後の教科

指導に生かせるように、より一層努力を重ねていく。 
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